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大河津分水路の抜本的改修に向けた
調査等の入札手続きを開始
　　～本日、１０業務の入札を公告～

記者発表資料

大河津分水路は信濃川の洪水から越後平野を守るため、大正11（1922年）に通

水した延長約9kmの放水路ですが、分水路河口に向かい川幅が狭まる形状のため流

下能力が不足しています。また、施設の老朽化・機能低下も顕著になっています。

このため、信濃川水系河川整備計画では、「信濃川水系全体の治水安全度を向上

させるため、大河津分水路改修を優先的に進める」とされており、平成２６年度よ

り事業化に向けた調査検討に着手することになりました。

これを受け、早期の事業化に向け、本日、現地測量作業をはじめとする１０件の

業務の入札手続きを開始しました。

今後、これらの調査検討の結果を踏まえ、具体的な事業内容を決定していくこと

としています。

流下能力が不足し、抜本的な改修が必要な大河津分水路

【本日より入札公告を開始した１０業務】
・大河津分水路事業執行監理検討業務 ・大河津分水路河口測量業務

・大河津分水路流況解析検討業務 ・大河津分水路山地部測量業務

・大河津分水路新第二床固施設構造検討業務 ・大河津分水路周辺航空レーザ測量業務

・大河津分水路山地部拡幅形状検討業務 ・大河津分水路河口部地質調査業務

・大河津分水路堤防浸透対策設計業務 ・大河津分水路環境調査検討業務
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